
平成２６年 第１回教育委員会 会議録 

日  時 平成２６年１月２９日（水） 午後２時４０分～３時３０分 

場  所 第４向陽小学校 会議室 

出席委員 前田委員長、雨宮委員、白幡委員、松本委員、奥野教育長 

欠席委員 なし 

事 務 局 

 

教育部長、次長兼教育総務課長、次長兼学校教育課長、生涯学習課長、

学校教育課担当課長、学校教育課主幹、教育総務課主査 

議   題 委員会諸報告 

傍 聴 者 １人 
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開会宣言 

 

本日は議案がないが、まず教育長に対する事務委任規則に基づく「向日

市立の小学校及び中学校に勤務する府費負担教職員の服務に関する規程

の一部改正について」の報告を願う。 

 

 

 ― 向日市立の小学校及び中学校に勤務する府費負担教職員の服務に

関する規程の一部を改正する訓令について ― 

  

○ 趣旨 

病気休暇及び特別休暇に関わる京都府立学校教職員服務規程の改正に

伴い、向日市立の小学校及び中学校に勤務する府費負担教職員の服務に関

する規程の一部を改正する。 

 

○ 改正点 

・結核性疾患に係る病気休暇の承認期間を「１年の範囲内で必要と認め

る期間」から「１８０日の範囲内で必要と認める期間」に改正。 

 

・父母の祭日に係る特別休暇の承認期間を「慣習上最小限度必要と認め

られる期間」から「１日以内でその都度必要と認められる期間」に改正。 

 

・夏季休暇の承認期間を１年について７月から９月の間の４日以内でそ 

の都度必要と認める期間としていたが、「４日」から「５日」に改正。 

 

【質疑等】 
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 祭日の中身はどのようなものか。 

 

法事、法要等である。 

 

他に質問等がなければ、「教育長に対する事務委任規則第５条」により、

その承認についてはかる。 

 

 （全員異議なし） 

 

 異議がないので、「向日市立の小学校及び中学校に勤務する府費負担教

職員の服務に関する規程の一部改正について」を承認する。 

 

 

 次に委員会諸報告を願う。 

 

― 平成２６年度新入生通学区域弾力化制度実施結果について ― 

 

・届出期間 平成２５年１２月２日（月）～１２月１３日（金） 

・届出児童生徒数 

 （小学校） 

   希望校制度   ４５名（前年比 ８名増） 

 （中学校） 

   調整区域制度  ２４名（前年比 ２名増） 

部活動制度   １６名（前年比 ２名増） 

希望校制度   ２８名（前年比 ８名増） 

希望校制度については、届出者数が最も多い学校でも定員程度であった

ため、抽選にはならなかった。    

 

【質疑等】 

 

 仮に希望校制度の利用によって、クラス数の増減に影響がでる場合で

も、人数の調整はしないのか。 

 

クラス数の増減についての調整はしていない。ただ、教室が足りなくな

るような場合については、検討が必要であると考えている。 

 

  

次の報告について説明願う。 
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― 平成２６年度向日市指導の重点の改訂方針について ― 

（別添資料③に基づき説明） 

 

【質疑等（学校教育）】 

 

 地域の人材や大学生等の活用による学力向上の取組はとてもよいこと

である。学ぶ側だけでなく、教える側にとっても充実感や喜びを感じるこ

とができ、よい効果があると思う。是非推進していただきたい。 

 大学との連携とあるが、具体的にはどのような内容か。 

 

 実際にこの１月にいじめ等の未然防止を目的とした予防教育を研究さ

れている大学と連携した取組を行った。まず、大学の研究者に授業をして

いただき、現場の教員がそれを見て学び、実際に行っていくというもので

ある。 

 

以前にもメディアに取り上げられた実践であり、子どもに自信を持たせ

る授業である。今回は府の事業として実施されたものであるが、府内の学

校からの希望が多い中、市内の小学校で実践していただくことができた。 

これまでに予防教育を取り組まれた先進地から非常によい効果をあげ

ていると聞いており、２月には視察も計画している。本市においても今後

取組を進めて行きたい。 

 

教職員の資質能力の向上について、研修は教職員が一方的に受けるもの

でなく、先生方からも様々な意見を聞いていただいた上で行ってもらえれ

ば教職員一人一人の意欲も向上していくと考える。 

 

市としても、先生方に自主的に学んでいただけるような研修を考えてい

きたい。また、学校からも希望を聞いて進めて行きたい。 

 

基礎学力の充実に関わる「ふりスタ」「中２学力アップ」事業について

お聞きしたい。 

 

基礎学力の定着に課題のある生徒を放課後などに集めて、学習支援員が

学力補充を行うという取組である。 

 

中学２年生は学習面においてつまずきやすい時期であると思うが、こう

した時期にこのような施策が行われることは大変重要なことである。 
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現在、高校生にはボランティアとして通学路の見守りをしていただいて

いるが、今後は小学生への学習支援等でもお世話になれないかと考えてい

る。また、本市の中学校で「ふるさと学習」を学んできている高校生もい

るので、文化資料館等での取組にボランティアとして関わっていただくな

ど、高校生にとってもふるさと向日市への理解や愛着を深めてもらえるよ

うなことはできないかと考えている。 

 

【質疑等（社会教育）】 

 

学校と地域の積極的な交流がよく新聞等で掲載されているが、より多く

の学校で地域社会の力を活用した事業に取組んでもらいたい。 

 

地域からの支援により、各学校がそれぞれの分野で一生懸命取組んでい

る。今後、学校支援地域本部事業を拡充していきたい。 

 

市の歴史や史跡等を照会したＤＶＤは、どの程度学校で活用しているの

か。 

 

「ふるさと学習」の時間に、ＤＶＤを見てから実際に見学に行ったり、

見学した後にＤＶＤを見て内容を深めるなど活用している。 
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